
【機密性2】

(別紙様式第4）

大阪地裁管内
集計表令和 7 年 起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報第4表
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(最刑一）(注) 1 職権審査事件であったものについては、()を付し、内数として計上する
2 全部執行猶予U)言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、[]を付し、一部執行猶予の言渡しが方)った場合には、同欄に《》を付し、そｵLぞれ内数として計上する



【機密性2】

(別紙様式第4）

大阪地裁管内

大阪第一検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(注） 1 職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。 (最刑一）

2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する。



1機密性2】

(別紙様式第4）

大阪地裁管内

大阪第二検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表

紀
裁 判検 察 月

紐 同す未 総
右 罪 ノ向

＝

目
‐

貝理 人受理人員 処

△
ロ

刑

へ
ロ

新

へ
ロ 夕 凡

′〃、
坐、|日

自 由 刑 罰 金 一ス
ー不 起 訴 維 持

訪 一T一 参

_立包小 五
1

1 '1，
Ⅱ _

』
、
一
ノ

十嫌 罪 二起 嫌 '1 二

立
十

万
円

以
下

二二 二二 事
件

の
併

合
被

告
人

に
対

済
超

え
る

も
の

・
十

万
円

十
万

円
以

下

五 の訴
万 万 ~方疑 Lー

罪年 年 年月月疑訴 万
円

以
下

議 円

｜叩■ 円な不
〆J,
Vﾉ

人
免提

以 以以 以な猶
手

1,1
〆人 以以十 γ〕

除 計 等 計計 決 満 上 上
|
' 計 F F 計計 起 上ず 他 言上

ﾛI 貝分 L
ー

'支 す’

起訴猶子

嫌疑不十分

嫌疑な’

罪とならず

その他

計

備
考

(最刑一））を付し、内数として計上す~る。
有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する‘

職権審査事件であったものについては、
全部執行猶予の言渡しがあった場合には

(注） 1

2



1機密性21

(別紙様式第4）

大阪地裁管内

大阪第三検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する｡

(注）
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【機密性2】

(別紙様式第4）

大阪地裁管内

大阪第四検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上す-る。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、 U を付1

(汪）
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部執行猶予の言漉しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞｵし内数として計上する



【機密性2】

(別紙様式第4）

大阪地裁管内

堺検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑一）(注) 1 職権審査事件であったものについては、()を付し、内数として計上する。
2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する《



【機密性2】

(別紙様式第4）

大阪地裁管内

岸和田検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(注） 1 職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する (最刑一）

2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予(ｿ〕言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上すそ



【機密性2】

(別紙様式第4）

京都地裁管内
集計表起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報合和 7 年第4表
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(最刑一）駐） 1 職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
ﾅﾜ数2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上~ｳｰる



【機密性2】

(別紙様式第4）

京都地裁管内

京都第一検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言催しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する。

注）
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【機密性2】

(別紙様式第4）

京都地裁管内

京都第二検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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備
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(最刑一）(注） 1 職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する
2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する



【機密性2】

(別紙様式第4）

京都地裁管内

宮津桧察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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ヘ
ロ

新

今
ロ

公旧
自 由 刑 罰 金不 起 訴 維 持

●

訴 十
五

万
円

以
下

五を十 小六 小 五嫌 l、 三 五起 嫌 罪

子

済

超

十
万

円
以

下

十
万

円
以

下

(ﾉ〕訴
万 万 万疑 と

罪年 ’月 年 年

呂
■

疑訴
ズ

議 円 円 円な不 '〕
人

免

る
土〕

の

万
円

提
未 以 以以 以猶 な

以 以 以十 1つ

除 計 等 弓」
ﾛI計 決 計計 起 満 上 上 上 上

＝’’
一 下 下計ず 他 ’

八万

目予 I支 '責

起訴猶予

嫌疑不十分

嫌疑な'‐

罪とならす

その他

計

備
考

(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する

(注）

１
２



【機密性21

(別紙様式第4）

京都地裁管内

舞鶴検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表

起 判裁検 察 庁
鉦

す
る

事
件

の
併

合
同

一

被
告

人
に

対

総未、 貝有 罪 人処 理 人 員受理人員処理区分

合刑

｜へロ

旧’ 新 ｜ 合 〃、
金詞自 由 刑不 起 訴 維 持

訴 一 チ

ユ 症三 小卜

十
五

万
円

以
下

小三 一 ’ 五六 ’ 六 ’ 一罪 そ 小

し

二

皿
十

万
円

以
下

嫌 嫌’起’
済

超

十
万

円
以

下

0〕

訴 万 ｜ 万 万疑 罪
十月｜ 月 ｜ 年 年年疑訴
え

議原不起訴処分

の理由による区分

ｍ
■

円 ｜｜卍午 ’（/〕不 人
免

る
も

の

万
円

提
以未 ｜以 ｜ 以 口な猶

以 ｜ 以 以

１

↓っ

篝除 計 計計弐一
口｜ 下上 下 ｜ 下

Ｌ
ｌ
ヨ
ロ

‐

貝 」満 ｜ 上 ｜ 上決受 ｜ 計 起 ず｜他I 計分 I蛍 ゴヲ

起訴猶予

1’ 1

嫌疑不十分

嫌疑な’

罪とならず

その他

’1 1

計

備
考

」岬２ (最刑一）
職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予の言漉しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する



【機密性2】

(別紙様式第4）

神戸地裁管内

集計表
令和 7 年 起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報第4表

起 判裁検 察 庁

紐

す
る

事
件

の
併

合
同

一

被
告

人
に

対

総未 有 罪 人 員処一 理 人 員受理人員

△
ロ用

△
ロ△
□

新|日 金罰自 由 刑不 起 訴 維 持

訂下

を
．
超

え
る

も
の

五
十

万
円

j、，1
1

五
十

万
円

以
下

十小 五三

」
、

三
Ｊ

小嫌 罪

〕一
1－

疑

嫌

二
十

万
円

以
下

キコ
比L』

ﾉ､イ″

済

五
万

円
以

下

の
訴 5．

芦

万疑 罪
年 年月月 年訴

議 円円

叩
■

子L
'よ

不

l~、

"

【ノ．
ノ

免
提

以以未 以以な猶
以 以 以

ら

十

除 等 計計塾
決 下計 員 計 下 下上 上満 上走己 計計受 1，’ 十 他分千又

］111 1

起訴猶子

I4 1

嫌疑不十分

嫌疑な1

罪とならず

その他

’
2 2 ｝1

３

5 1

２

計

備
考

(最刑一）
職権審査事件であったキ)のについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予の言獲しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言漣しがあった場合には、同欄に《>〉を付し、それぞれ内数として計上する“

(注

１
２



1機密性21

(別紙様式第4）

神戸地裁管内

伸戸第一検察審査会令和 7 年 起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報第4表

起
裁 判察 月礎

未 無

す
る

事
件

の
併

合
同

一

被
告

人
に

対

耗
有 罪 人 員

ロ

貝受理人員 稗 ノー処

刑新|日 公 合

《ロ ■’

下 起 訴 維 持 自 由 汗’ 罰 金

訴
十

を
超

五
十

起 嫌 嫌

」
、

一
ノ

’

十
五

万
円

以
下

罪 小

一
、

４
／

五

五
十

万
円

以
下

’三學て

済

十
万

円
以

下

訴 〃

疑 と 万 万 万
罪年年 年疑

■
■
■ 月訴

議な 円 円

叩
■

下 (/） '

免提 ス

万唾′
v

も

円の

以猶 ナハ
ヴ‘歩 未 以 I,『

シ人
rI
しみ

似 以十 以しつ

除受 含上
pl 計 員 決 計 等起 計満 計上 上 上 上分 他 計 下 下 計下蛍 ナ 〕

起訴猶予

2 1I 1 ’ I ｰ

嫌疑不十分

嫌疑な’

罪とならず

その他

２

1 1

２

’ 1｡

計

備
考

職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予ひ〕言猿しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付I

(最刑一）(注） 1

2 部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《>〉を付し、それぞれ内数として計上する



【機密性2】

(別紙様式第4）

神戸地裁管内

神戸第二検察審査会令和 7 年 起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報第4表

起
察 裁〒 判検

迩王 総未

す
る

事
件

の
併

合
同

一

被
告

人
に

対

有 罪 人 員受理人員 処 理 人 員

刑
へ
ロ新 合

盲■一 公

へ口

金罰不 起 訴 維 持 B 由 刑

訴
起 嫌 嫌 罪

』
、
一
ノ

二
、

ユ
ノ
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十
五

万
円

以
下

孝 二

九
十

万
円

以
下

済
超

え
る

も
の

十
万

円

十
万

円
以

下

訴 の
疑 万 万 ~万

二

罪片一

ヰニ 年疑

■
■
■ 月訴 ＝

議力 円 円

叩
■~元

ひ）
ノ

免提
末な猶 以 以 図lｿ

以
1，1

上人 以十 し〕

除 等ヨーL
p1 員 決 計 計受 計 起 計受 ず 他 満 上 上 上 下 計

〈刀

計 下 下丁 上L

11 11 I

起訴猶予

1］ ］

嫌疑不十分

嫌疑な’

罪とならす

そ〃)他

2 1 ’ 1 ’

計

備
考

(注） 1 職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。 (最刑一）

2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予ﾘ)言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する



1機密性2】

(別紙様式第4）

神戸地裁管内

伊丹検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表

起

、
裁 fIl崖

検 察

紐

す
る

事
件

の
併

合
同

一

被
告

人
に

対

総未
有 罪 人 員員受理人員 処 理 人処理区分

刑
へ
ロ

へ

ロ新|日 公台
金罰自 由 刑下 起 訴 維 持

訴
五を l、十

十
五

万
円

以
下

Ⅱ _

小 五

五
十

万
円

以
下

嫌 罪

三
亜

ユ
ノ

起 嫌 小 二＝
二二

済

、
超

え
る

も
の

十
万

円

十
万

円
以

下

力訴
万疑

万

力量

罪年月 年 年疑

■
■
■

訴

原不起訴処分
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議 円

、
■ 円ナハ

ゥ課ト下
ﾀﾀ 、
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免提
指 以 1，1

レノ 似 以猶
ナ津

fL

以 以 以十 b

、 篝 計除 計計
巨=

貝 決受 言-L
pI 起 計受 上 計計 上 I 上 下 下ず 他 満 下すゴー

起訴猶予

嫌疑不十分

嫌疑なL

罪とならず

その他

計

備
考

(最刑一）(注） 1 職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する
2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付I"、一部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《>〉を付し、それぞれ内数として計上す-る



【機密性2】

(別紙様式第4）

神戸地裁管内

姫路検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表

起 ÷卜

諏 判庁検 察

鉦 同す 総未
有 罪 人 員処 理 人 員受理人員

合刑合新 公旧 台 一兎
…金罰自 由 刑不 起 訴 維 持

訴
五箇卜

十
五

万
円

以
下

吾＝ 小三 I 五

五
十

万
円

以
下

起 嫌 嫌 罪
一
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二
、

ニ
ノ

ヱプ 事
件

の
併

合
被

告
人

に
対

済

超

十
万

円
以

下

〃）
訴

万 万疑 〃

罪
十年 年 年月疑

■
■
■

訴

原不起訴処分

の理由による区分

、
議 円 円円な不 (ノノ

人
免

る
も

の

万
円

提
以 以以 以猶 未テ 津

′煽卜、

以 以以’ ﾔﾆｰ〕

除 計 等 計

』
貝

決 ユL弐一L
口I起 満 上 計 下 下 下計 上 上 上受 ﾖ上

ﾛI他受 今

ｆ

千

起訴猶予

嫌疑不十分

嫌疑なL

罪とならず

その他

。 1
コ ←

備
考

(最刑一）(注） 1 職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
2 全部執行猶予の言膜しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する。



【機密性2】

(別紙様式第4）

神戸地裁管内

豊岡検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和

７

第4表 圧

起
裁 判庁察梅

鉦

す
る

事
件

の
併

合
同

一

被
告

人
に

対

未 総
有 罪 人 員理 人 員受理人員 処

刑

へ
ロ

新
へ

ロ旧 公 合
自 由 刑 罰 金不 起 訴 維 持

訴
十

を
超

え
る

も
の

五
十

万
円

三 l、 十 小嫌 嫌 罪 '1 六 者 五起

一
、

ニ
ノ

三

、
済

五

十
万

円
以

下

十
万

円
以

下

訴

り

万 万 万疑

レ
ー

罪年 年年月 月疑訴
、
、

原不起訴処分

の理由による区分

万
円

以
下

議 円

ｍ
■

円不 ひ）な |』

免提
未 |、『

〆ム 以 いI
レ ムな猶 ル人

以以 以’ b

除 等計員 計計 決受 計 起 計上 上 上 計他 計 満 1-.
Ⅱ一 下ず 下 下分蛍 L丁。

起訴猶予

嫌疑不十分

嫌疑なし

罪とならず

その他

計

備
老

(最刑一）注) 1 職権審査事件であったものについては、()を付し、内数として計上する。
2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《>〉を付し、それぞれ内数として計上する



【機密性2】

(別紙様式第4）

奈良地裁管内

集計表起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表

起
裁庁検 判察
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、
鉦

す
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事
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併

合
同

一

被
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対

総末
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ヘ
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訴
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五
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万
円
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済

十
万

円
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下

超
え

る
も

の
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万
円
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叩
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不 r71
ヅ ノ

'．
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毎 ← ﾙ人
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レム十 以↓っ

除 計 等計 計 員 決 計起 満 計上 上 上 上 計ノ、
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I1 1 1

起訴猶予

11 】 1’

嫌疑不十分

嫌疑な’

罪とならず

その他

21 1

２

1 1

計

備
髻

(最刑(注) 1 職権審査事件であったものについては、()を付し、内数として計上する
2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する



【機密性2】

(別紙様式第4）

奈良地裁管内

奈良検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表

起
裁 半|」庁察叶龍

鉦

す
る

事
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同
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△
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訴
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五
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済
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え
る

も
の

十
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十
万

円
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下
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罪
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人

免提
未 以 以 以以な猶

以 以凪十 Lつ
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子

1 11 1 1
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嫌疑不十分
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罪とならず

その他

２ ２２

1 11 ’
二 l

言T

備
考

(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上す~る。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《>〉を付し、それぞれ内数として計上する

(注）

１
２



【機密性2】

(別紙様式第4）

奈良地裁管内

葛城検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表

起
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考

(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する

(注）

１
２



【機密性2】

(別紙様式第4）

大津地裁管内

集計表起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑(注) 1 職権審査事件であったものについては、()を付し、内数として計上する
2 全部執行猶予(/)言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する



【機密性2】

(別紙様式第4）

大津地裁管内

大津検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑一）(注） 1 職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する

2 全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予の言擴しがあった場合には．同欄に《》を付し、それぞれ内數として計上する‘



【機密性2】

(別紙様式第4）

大津地裁管内

彦根検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報合和 7 年第4表
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(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上す~る。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、一部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計~上する．

(注）

１
２



【機密性2】

(別紙様式第4）

大津地裁管内

長浜検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言捜しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する‘

(注）

１
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1機密性2】

(別紙様式第4）

和歌山地裁管内

集計表
起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑一）
）を付し、内数として計上する。
有罪人員の該当欄に、［］を付L

（注） 1
2

職権審査事件であったものについては、
全部執行猶予の言猿しがあった場合には 部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する‘，



【機密性2】

(別紙様式第4）

和歌山地裁管内
和歌山検察審査会

令和 7 年 起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報第4表
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(最刑一）
職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予の言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、［］を付し、－部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上す-る

(注）

１
２



【機密性Z】

(別紙様式第4）

和歌山地裁管内

田辺検察審査会起 訴 相 当 事 件 等 事 後 措 置 年 報令和 7 年第4表
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(最刑一）職権審査事件であったものについては、（）を付し、内数として計上する。
全部執行猶予"〕言渡しがあった場合には、有罪人員の該当欄に、 U を付1

(注） 1
ワ 部執行猶予の言渡しがあった場合には、同欄に《》を付し、それぞれ内数として計上する‘


